
原因←                                                                   →影響 

 

相談支援事業所が

「すまいる」１ヶ

所しかない 

予算が少ない 

コミュニティで障

害を抱えることが

できる、畑仕事 

障害を秘密にする 

相談支援事業所に

相談しない 

コミュニティで障

害を抱えることが

できない 

核家族化 

障害がわからない 

高校までは普通、

ＩＱ７０台 

介護事業所名の入

った車を家に着け

てほしくない 

けやきの森病院と

いう名が差別の対

象 どこで相談したら

よいかわからない 

障害と向き合えな

い 

障害の子供と一緒

にいられない 
子供を保育園に入

れて働きに出る 

内科医で抗鬱剤が

処方される 

民生委員（自治会）

に相談に行く、精

神の相談を受ける 

民生委員がセミナ

ーを依頼する 

民生委員が解決し

ないといけない 

親に障害があって

子供が弱いかわか

らない 
民生委員が買い物

に行く 

専門の病院にかか

らない 
受診をしないから

障害がわからない 

問題があることを

役場がつかめない 

問題が発生したと

き複雑化されてい

る 
問題を解決できな

い 

家族は障害に対し

て無言 
伝えきれなくて支

援を断ってしまう 

問題関連図(1/4) 

2015/12/24ＷＧ 
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子供同士の会話が

ない 

問題を解決する為

のモチベーション

を高める 

子供が障害者を見

つめる 
子供が障害者を区

別できない 
子供がゲームをし

て遊ぶ 

昔と環境が違う 

子供に社会性が身

につかない 

子供のコミュニケ

ーション力が弱く

なっている 支援者のコミュニ

ケーション力が弱

くなっている 

支援者の負担感が

高い 

問題関連図(2/4) 

2015/12/24ＷＧ 

本人たちは、良く

なりたいと思って

いる 

少ないサービスで

生活できる力をつ

けたい 

サービスの時間に

制約される 

親、支援者のモチ

ベーションを高め

る必要がある 

相談支援で何を解

決してほしいのか

【ア】 

障害を持っていな

い生徒が障がいを

理解するのも必要 

総合教育等で障が

いを教える必要が

ある 

子育ての課との連

携が弱く、バラバ

ラになっている 

相談支援事業所

は、利用計画を立

てるのみ 

真の相談支援は、

役所でやるしかな

い 

相談支援時に問題

を振り分けるのに

力量が必要 

相談支援にスキル

がない 
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問題関連図(3/4) 

2015/12/24ＷＧ 

保護者の知識不足

が増えている。気

付いていない 

成長を視野に入れ

てサービスを利用

する 

平塚市には、サポ

ートファイル（親

も使う）がある 

サポートファイル

で親も学習できる 

サポートファイル

を成人してからも

引き継ぎたい 

成長に合わせてど

こに相談するかわ

かるようにする 

先生の気づき方に

差がある 

支援級の学校が増

えるのは良い 

子供・家族のコミ

ュニケーションが

図れなくなる 

高校で普通に行く

と情報を得ること

ができない 

母親に問題がある

と子どもに障害が

あるかわからない 

母親に問題がある

か子どもに障害が

あるかわからない 

支援級は学校によ

っても支援の深さ

の差がある 

他の施設がどのよ

うな支援をしてい

るか知らない 

学校、放課後ディ

の役割を明確にし

ていく必要がある 

学校に入ってから

障害とわかること

がある 

コーディネータ、

スクールカウンセ

ラーと共有 

保健室に入り浸る

子と支援級の先生

の情報共有が必要 

児童発達にスキル

がない 

児童発達では、週

に１回３時間程度

で限られている 

支援級が増えると

連携をとる学校が

増える 

中学までに障害と

わかれば手厚くサ

ポートできる 

支援級の先生は連

携しているが、外

との連携がない 

子供が弱い場合の

対応ができない 

１８から成人のサ

ービスへ移行し、

支援が途切れる 

問題のある児童の

把握数がバラバラ 
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問題関連図(4/4) 

2015/12/24ＷＧ 

寒川病院に聞くと

障害の様々な話が

出てくる【ア】 

当事者、福祉外の

人に聞き出す必要

がある【ア】 

見た目は普通であ

る生活のしづらさ

をどう解決するか 

内科医で抗鬱剤が

処方され、病気に

なってしまう 

サービスを使う目

的がはっきりして

いない 

一箇所で抱えてし

まう 

家のなかでは、大

丈夫。集団になる

と問題が出てくる 

学校の先生は行内

のみ、放課後の生

活には関与しない 

たらいまわしにさ

れ相談しづらい 

相談ができている

（サービスを受け

ている）のは一部 


